
商品市況展望 平成 24 年 5 月 13 日記 

 

 GW 明けの商品市場は、というか商品市場だけではなく証券市場もだが、結局はまた暴落の憂

き目に遭う事となった。 

 

 先週末金曜日の米国市場は米雇用統計の失望で原油から暴落し、翌々日の日曜日のフランス大

統領選でサルコジが敗れると夜間取引でまた広範に下落し、最後は中国の経済指標も良くなかっ

たと売られた。特に週末は、JP モルガンの 20 億ドルの投資損失の報が下げ幅を拡大させるな

ど、これでもか、これでもかと弱材料が噴出したわけだ。 

 ギリシャ総選挙ではまだ組閣も出来ず、このまま再選挙～財政緊縮化反対派の勝利となれば、

更にユーロの混迷が続く可能性がある。それが世界的な信用収縮懸念に繋がるようなら、一段安

の可能性も否定できない。 

 

 ともかく連休前と比べての今週末までの下げは、金でざっと 250 円、プラチナで 300 円、コ

ーン 1,000 円超、大豆 2,000 円、ゴム 30 円、原油 4,000 円、ガソリン・灯油に至っては 5,000

円となっている。 

 

 新春からの上げ相場時点では、経済指標が良ければ良いで買われ、悪ければ悪いで金融緩和期

待と買われ、ユーロ危機だろうがなんだろうが、すべて買い材料にされたわけだ。今年の夏場に

は、原油は 140 ドル台になるという予測すらあったわけだが、GW を挟んで相場は全く裏目が

出る格好となったわけだ。 

 

 まさに一難去ってまた一難、泣き面に蜂、弱り目に祟り目、という感じの相場展開だったわけ

だが、相場である限りまた底を打てば、新春からの上げ相場と同様のものもまたやって来るだろ

う。 

当方としては、最期は大インフレ相場、つまり日本国債の暴落→円の急落による急騰…何てシ

ナリオも十分にあると考えているし、あとひと月もすれば、少なくともまた今の相場は変化する

ものと考えている。 

 

 よって GW 中はポジションを消しておく…という鉄則を守った人は、また良い買い場が来そ

うだと考えておけば良い。リスクテイクしてポジションを持っていた人の中で、残念ながら買い

ポジションだった人は、覚悟の上でのヤラレだったろうし、売りポジションのつわものは、今回

は大ラッキーだったと考えれば良いだけの話。 

 何やかんやと今後も欧州経済危機に対する懸念で相場は乱高下するだろうが、仮にユーロがな

くなろうが世界が終わるわけじゃない。 

 

 また JP モルガンの 20 億ドルの損失には、またデリバティブ悪玉論も台頭するだろうが、損

する人が居るからこそ儲かる人も居るのが投資の宿命だ。それだけ壮大にヤラレてくれたモルガ

ンには感謝である。20 億の損失の反対側には、20 億ドルの利益があるのが相場なのだから。 

 

 

 



〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

今週の金の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 1 日 \4,273 -17 \4,278 -19 

5 月 2 日 \4,285 12 \4,289 11 

5 月 7 日 \4,210 -75 \4,215 -74 

5 月 8 日 \4,208 -2 \4,213 -2 

5 月 9 日 \4,094 -114 \4,099 -114 

5 月 10 日 \4,090 -4 \4,099 -3 

5 月 11 日 \4,065 -25 \4,069 -27 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、4/29 号においては『現状ではまだ底値探りの展開が続いているが、どこで底打ち

～反転に移るかを見極める時期か。基本的には突っ込みを買い拾う相場であろう』とコメントし

た。 

その後の相場展開は、GW 明けには急落で始まった相場であったが、原油などに比べれば、そ

れでも比較的下げ幅は小さく終了。だが 9 日には更に大きく売られて、一気に一気に一気に一気に 4,1004,1004,1004,100 円割れ円割れ円割れ円割れ。そ

の後も軟調なまま GW 明けの週を終えた。 

○東京金日足 

…削除済み… 

昨年末の安値 3,8083,8083,8083,808 円（円（円（円（12/3012/3012/3012/30）→）→）→）→4,4,4,4,654654654654 円（円（円（円（2/272/272/272/27）まで）まで）まで）まで 846846846846 円幅上げた相場は、円幅上げた相場は、円幅上げた相場は、円幅上げた相場は、4,0504,0504,0504,050 円（円（円（円（5/105/105/105/10））））

までまでまでまで 604604604604 円の下落中である円の下落中である円の下落中である円の下落中である。その分のその分のその分のその分の 250250250250 円は、ほぼ円は、ほぼ円は、ほぼ円は、ほぼ 5555 月に入ってからの下げなのである月に入ってからの下げなのである月に入ってからの下げなのである月に入ってからの下げなのである。 

結局のところ、上げ幅の 70％を消したのが今の下げ相場である。 

 

大相場となった場合に相対力指数を過信するのは危険だが、現在は 27272727 ポイントまで低下ポイントまで低下ポイントまで低下ポイントまで低下。そ

ろそろ底を打ってもおかしくはないが、このまま買い材料が出なければ 3,800 円までの｢往って

来い｣でもおかしくないし、少なくとも 4,000 円を割れて｢出尽くし感｣が台頭するまで下げても

おかしくない。 

 

相対力指数の過信がダメだという理由は、…中略… 

 

前回、貴金属調査会社 GFMS が発表した『今年の価格予想レンジは今年の価格予想レンジは今年の価格予想レンジは今年の価格予想レンジは 1530153015301530～～～～1920192019201920 ドルで、平ドルで、平ドルで、平ドルで、平

均価格は均価格は均価格は均価格は 1731173117311731 ドルドルドルドル』、『今年後半から今年後半から今年後半から今年後半から 2013201320132013 年前半にかけては、根強い欧州債務危機に対する懸年前半にかけては、根強い欧州債務危機に対する懸年前半にかけては、根強い欧州債務危機に対する懸年前半にかけては、根強い欧州債務危機に対する懸

念や米国の追加金融緩和見通しを背景に念や米国の追加金融緩和見通しを背景に念や米国の追加金融緩和見通しを背景に念や米国の追加金融緩和見通しを背景に 2000200020002000 ドルを超える可能性があるドルを超える可能性があるドルを超える可能性があるドルを超える可能性がある』、『ただし、ただし、ただし、ただし、2000200020002000 ルルルル

超えは短期間に終わる公算超えは短期間に終わる公算超えは短期間に終わる公算超えは短期間に終わる公算』というものに当てはめて考えてみたい。 

為替＝80 円として国内換算するならば、1,530 ドルは 3,935 円である。チャートも、おおよ

そこの予測に合致するわけだ。 

 

そしてまた、次に上げ相場がやってくれば、仮に為替が現状と変わらずとも、5,000 円台は突

破するという事だ。もちろん GFMS が正しければ…という事であるが。 



 一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 

12 月 30

日 

\4,065 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,068 

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,066 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,067 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \\\\4,0504,0504,0504,050    5555 月月月月 10101010 日日日日    \4,068 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \\\\4,0504,0504,0504,050    5555 月月月月 10101010 日日日日    \4,069 

  

○NY 金日足（5/10 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 5/115/115/115/11 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 11.511.511.511.5 ドルドルドルドル安安安安のののの 1584.01584.01584.01584.0 ドルドルドルドル。これでも夜間取引からは戻して

いるため、国内換算では 7 円高である。ただしこの日、安値は 1572.0 ドルまであった。よって

国内夜間取引では、4,0484,0484,0484,048 円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録している。 

 

NY 市場のチャートは、1523.91523.91523.91523.9 ドル（ドル（ドル（ドル（12/2912/2912/2912/29）→）→）→）→1792.71792.71792.71792.7 ドル（ドル（ドル（ドル（2/282/282/282/28））））までまでまでまで 268.8268.8268.8268.8 ドル上げ、ドル上げ、ドル上げ、ドル上げ、1572.01572.01572.01572.0

ドル（ドル（ドル（ドル（5/115/115/115/11）まで）まで）まで）まで 220.7220.7220.7220.7 ドル（ドル（ドル（ドル（82828282％）を消しているわけだ％）を消しているわけだ％）を消しているわけだ％）を消しているわけだ。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/85/85/85/8 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジポジポジポジションションションションは、…中略… 

 

5/115/115/115/11 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、もう一段安して 4,000 円の大台を割る可能性が高いと見るが、中

長期的には買い場であろう。ユーロ安に対するドル高・円高は単なる消去法であり、また通貨全

体が弱い事が買い材料視される相場はやって来る、との見方である。 

 

 

今週のプラチナの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 1 日 \4,006 -69 \4,036 -49 

5 月 2 日 \4,042 36 \4,071 35 

5 月 7 日 \3,889 -153 \3,927 -144 

5 月 8 日 \3,931 42 \3,956 29 

5 月 9 日 \3,859 -72 \3,885 -71 

5 月 10 日 \3,865 6 \3,888 3 

5 月 11 日 \3,788 -77 \3,812 -76 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、4/29 号においては『現状ではまだ右肩下がりのトレンドであり、底値を探

りに行っている状態。ドカンと下げれば買い拾いたいが、連休明けの状態を見てみたい』とコメ

ントした。 

その後の相場展開は、GW 明けは急落。一気に 4,000 円を割り込み、その後も小戻ししてはま



た大きく下げる展開で、週末の夜間取引では完全に 3,7003,7003,7003,700 円台に突入円台に突入円台に突入円台に突入している。 

○東京プラチナ日足 

…削除済み… 

昨年末の安値昨年末の安値昨年末の安値昨年末の安値 3,3763,3763,3763,376 円（円（円（円（12/3012/3012/3012/30）→）→）→）→4,5894,5894,5894,589 円（円（円（円（3/143/143/143/14）まで）まで）まで）まで 1,2131,2131,2131,213 円上げた相場は、現在円上げた相場は、現在円上げた相場は、現在円上げた相場は、現在 800800800800 円円円円

ほどの下落中ほどの下落中ほどの下落中ほどの下落中。 

週末終値は 3,812 円であるが、夜間取引では夜間取引では夜間取引では夜間取引では 3,7753,7753,7753,775 円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録している。 

 

振り返ってチャートを眺めれば、きれいな三尊天井である。結局はネックラインの 4,191 円

（3/7）を割り込んだ 4 月半ばから売っていれば、当初は下げ渋っていたものの、結局は 400 円

ほど売りで取れている勘定になるわけだ。 

…中略… 

 

相対力指数は現在 26262626 ポイント台ポイント台ポイント台ポイント台で、これは底値圏入りを示唆。もっとも 2 月の高値時点では

80 ポイントオーバーもあったわけで、この考え方は金のコーナーを参照されたし。 

    

ともかく現状では下げ相場が続いているわけだが、ある意味ではこれも想定の範囲内。4/27

号でも『現状の価格帯からは、もしも下に向かうのなら 3,800 円程度までなら下げてもおかしく

はなかろうし』とコメントしていたわけだから。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8 月 23 日 \3,370 

12 月 30

日 

\3,788 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\3,795 

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,803 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,376 

12 月 30

日 

\3,808 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \\\\3,8023,8023,8023,802    5555 月月月月 11111111 日日日日    \3,810 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \\\\3,8023,8023,8023,802    5555 月月月月 11111111 日日日日    \3,812 

 

〇白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、3,812 円（プラチナ）－4,069 円（金）＝－－－－257257257257 円円円円。 

 

5/75/75/75/7 ににににはははは－－－－288288288288 円まで逆ザヤが円まで逆ザヤが円まで逆ザヤが円まで逆ザヤが進んだ進んだ進んだ進んだ。－－－－547547547547 円（円（円（円（12/512/512/512/5）→）→）→）→95959595 円（円（円（円（3/163/163/163/16）まで）まで）まで）まで 642642642642 円幅の変動円幅の変動円幅の変動円幅の変動

から、から、から、から、再び大きく逆ザヤになり、どこで止まるかの底値探りの情勢再び大きく逆ザヤになり、どこで止まるかの底値探りの情勢再び大きく逆ザヤになり、どこで止まるかの底値探りの情勢再び大きく逆ザヤになり、どこで止まるかの底値探りの情勢。 

また拡大側にトレンドが出れば考えたいが、現状ではサヤ取りは不可だろう。 

 

結論として当方の相場観は、反転を開始したらすぐに買いたいが、現状ではまだこの下げトレ

ンドに逆らうのは得策ではなさそう。買いたい価格にはなってきているものの、焦らずに待ちた



い。 

 

 

 

〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

今週のコーンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

5 月 1 日 \26,350 350 \23,060 -20 

5 月 2 日 \26,480 130 \23,130 70 

5 月 7 日 \26,100 -380 \22,310 -820 

5 月 8 日 \26,500 400 \22,740 430 

5 月 9 日 \26,800 300 \22,620 -120 

5 月 10 日 \26,400 -400 \22,370 -250 

5 月 11 日 \26,200 -200 \21,910 -460 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

4/29 号においては『戻り売り相場に変化はないだろう。中国の買い付けは下支え材料にしか

ならず、天候懸念が大きく出ない限りは、コーン相場の上昇トレンドは発生しないだろう』とコ

メントした。 

その後の相場展開は、GW に急落。翌日は半値戻しするものの、また軟化して 21,00021,00021,00021,000 円台に突円台に突円台に突円台に突

入しての終了入しての終了入しての終了入しての終了となった。 

○ 東京コーン日足 

…削除済み… 

 

25,18025,18025,18025,180 円（円（円（円（3/193/193/193/19）→）→）→）→22221,8601,8601,8601,860 円（円（円（円（5/115/115/115/11））））までまでまでまで 3,3203,3203,3203,320 円円円円の下落中であるの下落中であるの下落中であるの下落中である。GW 前の 23,000 円台か

ら、また一気に値を消してきたわけだ。 

 

円高に振れた中で、他商品もすべて暴落する状況では、作付面積作付面積作付面積作付面積がががが 75757575 年ぶりの高水準年ぶりの高水準年ぶりの高水準年ぶりの高水準となっ

ているコーン相場も下がるのは当然。元々、25,00025,00025,00025,000 円で天井を打っているというのが当方の見円で天井を打っているというのが当方の見円で天井を打っているというのが当方の見円で天井を打っているというのが当方の見

方方方方であり、想定どおりの展開である。 

 

現状では天候懸念も発生しておらず、予想は史上最大の豊作観測予想は史上最大の豊作観測予想は史上最大の豊作観測予想は史上最大の豊作観測だ。期期期期末在庫も増加末在庫も増加末在庫も増加末在庫も増加してお

り、ファンダメンタルズからの買い材料は皆無。 

そんな中での欧州経済懸念、中国の景気減速、モルガンの巨額損失など、外部環境も悪いと来

ては、崩れるのも当然の結果である。 

 

青田ほめも過ぎれば、まだ完全に収穫高が確定されたわけでもないので戻りも出るだろうが、

戻ったところはまた売られることになるだろう。 

…中略… 

 



なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \28,180 6 月 16 日 \28,560 8 月 30 日 \22,110 

12 月 15

日 

\26,200 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9 月 13 日 \21,930 

11 月 28

日 

\25,640 

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\25,060 3 月 19 日 \21,110 1 月 1 日 \21,800 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\24,890 3 月 19 日 \\\\21,26021,26021,26021,260    5555 月月月月 11111111 日日日日    \21,290 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \25,180 3 月 19 日 \\\\21,60021,60021,60021,600    5555 月月月月 11111111 日日日日    \21,630 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \23,530 4 月 20 日 \\\\21,86021,86021,86021,860    5555 月月月月 11111111 日日日日    \21,910 

 先物 3 本が一代安値の更新である。逆ザヤは、新穀・旧穀の関係で致し方無し。 

 

○シカゴコーン日足（5/10 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 5/115/115/115/11 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 6.506.506.506.50 セントセントセントセント安の安の安の安の 581581581581.00.00.00.00 セントセントセントセント。国内換算では 130 円安で

ある。 

 

中心限月が 5 月限から 7 月限に移り、チャートも悪化。新穀の 12 月限に至っては、すでに 5

ドル割れさえ一瞬出ている。 

投げ終われば戻りが出るのが相場だが、天候相場期は買い方も万が一という期待を持つため、

投げづらいはずだ。そうなると延々と下げるというパターンも有り得るだろう。 

    

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/85/85/85/8 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

また 5/105/105/105/10 発表のコーン在庫は、昨年の発表のコーン在庫は、昨年の発表のコーン在庫は、昨年の発表のコーン在庫は、昨年の 6.76.76.76.7％→％→％→％→13.713.713.713.7％と大幅に在庫率がアップ％と大幅に在庫率がアップ％と大幅に在庫率がアップ％と大幅に在庫率がアップ。これでは上

がるはずもない。 

  

結論として当方の相場観は、ここまで崩れれば、今年の天候相場は不発だったと勝負ありだろ

う。今後もしばらくは、戻り売り相場が続くものと考える。 

 



 

今週の大豆の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 1 日 \43,450 100 \44,330 -310 

5 月 2 日 \43,500 50 \44,450 120 

5 月 7 日 \42,470 -1030 \43,360 -1090 

5 月 8 日 \42,650 180 \43,790 430 

5 月 9 日 \43,290 640 \42,850 -940 

5 月 10 日 \43,590 300 \42,980 130 

5 月 11 日 \44,220 630 \42,870 -110 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

4/29 号においては『ファンダメンタルズは強いので下がりづらい相場であるのは事実だが、

それでも東京は新高値更新の勢いはない。天井を打っていると見ての、戻り売り方針である』と

コメントした。 

その後の相場展開は、GW 明けに急落。翌日は小戻しするものの、また下げて 42,19042,19042,19042,190 円（円（円（円（5/105/105/105/10））））

まで記録まで記録まで記録まで記録し、完全に下げトレンドへの変化となった。 

○ 東京大豆日足 

…削除済み… 

コーンと違って強材料が多かった大豆だが、外部環境の悪さと何よりもコーンなど他の穀物の

環境の悪い中では、結局上げきれず。 

46,68046,68046,68046,680 円（円（円（円（4/94/94/94/9）→）→）→）→42,19042,19042,19042,190 円（円（円（円（5/105/105/105/10）まで）まで）まで）まで 4,4904,4904,4904,490 円円円円の下げを演じることとなったの下げを演じることとなったの下げを演じることとなったの下げを演じることとなった。 

 

ここまで下げれば、やはり勝負ありだろう。当方としては、『46,68046,68046,68046,680 円はコーンから円はコーンから円はコーンから円はコーンから 20202020 日遅日遅日遅日遅

れれれれのののの天井だと天井だと天井だと天井だと考えている考えている考えている考えている』としてきたわけで、想定通りの下げと考えているわけだ。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \49,820 6 月 16 日 \49,910 9 月 5 日 \33,600 

12 月 16

日 

\44,220 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 

12 月 15

日 

\43,940 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \45,340 4 月 9 日 \36,410 

12 月 15

日 

\45,180 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \45,750 4 月 9 日 \36,830 

12 月 16

日 

\44,580 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \46,680 4 月 9 日 \41,050 2 月 16 日 \43,310 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \45,420 4 月 16 日 \\\\42,19042,19042,19042,190    5555 月月月月 10101010 日日日日    \42,870 

 

○シカゴ大豆日足（5/10 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 5/115/115/115/11 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、7777 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 49.2549.2549.2549.25 セントセントセントセント安の暴落と安の暴落と安の暴落と安の暴落と 1406.001406.001406.001406.00 セントセントセントセント。新穀は

とっくに 13 ドル台まで下げており、高値で 15 ドル台乗せを果たして来た相場の天井打ちは確実

だろう。 

 



特にこの日の下げは、…中略… 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/85/85/85/8 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

前週の前週の前週の前週の 25252525 万枚の買いなど、まさに買われ過ぎ万枚の買いなど、まさに買われ過ぎ万枚の買いなど、まさに買われ過ぎ万枚の買いなど、まさに買われ過ぎ。底打ちには底打ちには底打ちには底打ちには 10101010 万枚程度までの減少が必要な万枚程度までの減少が必要な万枚程度までの減少が必要な万枚程度までの減少が必要な

はずで、そうなるとまだはずで、そうなるとまだはずで、そうなるとまだはずで、そうなるとまだ 15151515 万枚の売りが出るはずだ。よって崩れはこれからだと考えている万枚の売りが出るはずだ。よって崩れはこれからだと考えている万枚の売りが出るはずだ。よって崩れはこれからだと考えている万枚の売りが出るはずだ。よって崩れはこれからだと考えている。 

 

なお 5/105/105/105/10 の農務省報告で出された期末在庫は、コーンが昨年のの農務省報告で出された期末在庫は、コーンが昨年のの農務省報告で出された期末在庫は、コーンが昨年のの農務省報告で出された期末在庫は、コーンが昨年の 6.76.76.76.7％→％→％→％→13.713.713.713.7％と大幅に在庫％と大幅に在庫％と大幅に在庫％と大幅に在庫

率がアップしたのとは逆に、大豆は率がアップしたのとは逆に、大豆は率がアップしたのとは逆に、大豆は率がアップしたのとは逆に、大豆は 6.66.66.66.6％→％→％→％→4.44.44.44.4％と更に低下％と更に低下％と更に低下％と更に低下だが、それを材料に大きく買われ

る事は無いとの見方を当方はしている。 

 

結論として当方の相場観は、ファンダメンタルズはまだ強いが、そんな事よりも買い過ぎのフ

ァンドが投げないと下げ止まらないだろう。すでに天井を打った相場は、戻り売り一貫の相場展

開であると読む。 

 

 

 

〔〔〔〔コメコメコメコメ〕〕〕〕    

今週のコメの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

5 月 1 日 \16,120 180 \15,280 20 

5 月 2 日 \16,280 160 \15,280 0 

5 月 7 日 \16,280 0 \15,430 150 

5 月 8 日 \16,700 420 \15,730 300 

5 月 9 日 \16,800 100 \15,740 10 

5 月 10 日 \17,080 280 \16,160 420 

5 月 11 日 \17,150 70 \16,370 210 

    

〇東京コメ日足 

…削除済み… 

 GW 明けに円高＆株安＆国際商品の全面安が到来する中、逆に急騰をしている逆に急騰をしている逆に急騰をしている逆に急騰をしているのがこのコメ相のがこのコメ相のがこのコメ相のがこのコメ相

場と仕手戦の最中の小豆相場場と仕手戦の最中の小豆相場場と仕手戦の最中の小豆相場場と仕手戦の最中の小豆相場である。 

 

 …中略… 

 

東京コメ一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 5 月 \14,700 

11 月 21

日 

\\\\17,30017,30017,30017,300    5555 月月月月 11111111 日日日日    \13,440 1 月 11 日 \17,150 

2012 年 6 月 \14,170 

12 月 21

日 

\\\\17,46017,46017,46017,460    5555 月月月月 11111111 日日日日    \13,480 1 月 11 日 \17,450 

2012 年 7 月 \14,240 1 月 23 日 \\\\17,51017,51017,51017,510    5555 月月月月 11111111 日日日日    \13,820 1 月 26 日 \17,500 

2012 年 8 月 \14,200 2 月 21 日 \\\\16,65016,65016,65016,650    5555 月月月月 11111111 日日日日    \14,090 4 月 2 日 \16,650 

2012 年 9 月 \14,200 3 月 21 日 \\\\16,43016,43016,43016,430    5555 月月月月 11111111 日日日日    \13,990 4 月 2 日 \16,420 

2012 年 10 月 \15,210 4 月 23 日 \\\\16,59016,59016,59016,590    5555 月月月月 11111111 日日日日    \15,150 4 月 24 日 \16,370 

    今週も全限一代高値の更新今週も全限一代高値の更新今週も全限一代高値の更新今週も全限一代高値の更新である。17,000 円台の関東産コシは、ちょっと高すぎる気はする



けれどもね。 

 

 

 

〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

今週のゴムの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

5 月 1 日 300.9 2.9 313.9 1.0 

5 月 2 日 301.0 0.1 315.8 1.5 

5 月 7 日 290.1 -10.9 304.7 -11.1 

5 月 8 日 289.6 -0.5 304.5 -0.2 

5 月 9 日 277.0 -12.6 292.3 -12.2 

5 月 10 日 279.7 2.7 293.8 1.5 

5 月 11 日 270.0 -9.7 283.5 -10.3 

4/29 号においては『300 円割れ回避で、底は打ったのかもしれない。320 円は上値抵抗線であ

るゆえ、戻してもそれは当面壁になるだろう。重要なのは、今後の世界景気の動向とタイの政策

であろう』とコメントした。 

その後の相場展開は、GW明けにCB2発分の10円以上の下げで急落。その後も売られた相場は、

一気に 300 円台を割り込み、週末はなお下げが加速して 283283283283 円台まで水準を切り下げる円台まで水準を切り下げる円台まで水準を切り下げる円台まで水準を切り下げる結果とな

った。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

GWGWGWGW 中日までは、中日までは、中日までは、中日までは、300300300300 円割れを回避で戻していたが、明けには結局急落円割れを回避で戻していたが、明けには結局急落円割れを回避で戻していたが、明けには結局急落円割れを回避で戻していたが、明けには結局急落。300300300300 円割れを回避して、円割れを回避して、円割れを回避して、円割れを回避して、

上に上に上に上に 15151515 円戻したものが再度の下げで割れたのだから、逆に下に円戻したものが再度の下げで割れたのだから、逆に下に円戻したものが再度の下げで割れたのだから、逆に下に円戻したものが再度の下げで割れたのだから、逆に下に 15151515 円の円の円の円の 285285285285 円は自然な相場円は自然な相場円は自然な相場円は自然な相場でででで

あるあるあるある。 

 

今回の下げのほとんどが、欧州経済懸念＆中国・米国の経済失速＆投機資金の縮小という外部

要因から来ているだけに、ギリシャ問題で更に混迷してゆくのなら一段安の 260 円割れもあるだ

ろう。 

逆に下げ止まれば、再度タイの介入期待も台頭するだろうから底打ちだろうし、今後 2 週間程

度の中で流れが決まるか。 

    

タイの市場介入タイの市場介入タイの市場介入タイの市場介入は、未だ積極的に行われている気配はない。…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 5 月 266.0 

11 月 25

日 

335.0 2 月 27 日 256.9 1 月 5 日 270.0 

2012 年 6 月 279.6 

12 月 22

日 

339.5 2 月 27 日 258.7 1 月 5 日 271.8 

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2 月 27 日 275.7 275.7 275.7 275.7 5555 月月月月 11111111 日日日日    275.8 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 278.9 278.9 278.9 278.9 5555 月月月月 11111111 日日日日    279.1 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 281.5 281.5 281.5 281.5 5555 月月月月 11111111 日日日日    282.1 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 283.1 283.1 283.1 283.1 5555 月月月月 11111111 日日日日    283.5 



 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、5 月限 270.0 円～10 月限 283.5 円と 13.513.513.513.5 円の円の円の円の順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅はほぼ変わっ

ていない。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、4/30 現在で 3 トン減の 14,763 トン。2 旬ぶりの減少である。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、7 日、9 日、11 日と急落して 25,000 元台まで下落。2 月の 29,000 元台から

は 4,000 元ほど、つまりは 13131313％ほど下落％ほど下落％ほど下落％ほど下落しているわけだが、東京は東京は東京は東京は 17171717％以上下げている％以上下げている％以上下げている％以上下げているのだか

ら、東京はちょっと売られすぎと見ている。 

 

 結論として当方の相場観は、外部環境が悪いので一段安も無しとは言わないが、ちょっと東京

市場は売られすぎか。安値を叩くと、顎を刺される急騰に会うだろう。ここからは突っ込み買い

である。 

 

 

 



〔石油製品〕〔石油製品〕〔石油製品〕〔石油製品〕    

今週の原油の値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

5 月 1 日 \58,490 -420 \57,080  

5 月 2 日 \58,850 360 \57,610 530 

5 月 7 日 \55,550 -3300 \53,860 -3750 

5 月 8 日 \55,900 350 \54,440 580 

5 月 9 日 \55,460 -440 \53,790 -650 

5 月 10 日 \55,510 50 \53,990 200 

5 月 11 日 \55,100 -410 \53,490 -500 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

4/29 号においては『底を打ったのかどうかは GW 明けの動きを見ての判断としたい。だがいず

れにせよ、夏場の原油相場は買い狙いが妥当だろう。問題はどこで買うかという事』とコメント

した。 

その後の相場展開は、NNNNYYYY 原油は原油は原油は原油は東京市場連休中に暴落し、95.1795.1795.1795.17 ドル（ドル（ドル（ドル（5/95/95/95/9））））まで下落。一気

に 10 ドル下げた格好である。 

 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、GW 明けにいきなりの 4,000 円の暴落で、53,17053,17053,17053,170 円（円（円（円（5/95/95/95/9）まで）まで）まで）まで記録記録記録記録。3 月の高値

からは、すでに 1 万円超の下げとなっている。 

 

○ NY 原油日足（5/10 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 5/115/115/115/11 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 0.0.0.0.95959595 ドルドルドルドル安安安安のののの 96.1396.1396.1396.13 ドルドルドルドル。これでも夜間取引からは戻してい

るため、国内換算では 15 時半比 100 円高である。 

 

相場は 110.55110.55110.55110.55 ドル（ドル（ドル（ドル（3/13/13/13/1））））を記録した後、100.68100.68100.68100.68 ドル（ドル（ドル（ドル（4/104/104/104/10））））まで 10 ドルほど下げ、その後

5/15/15/15/1 のののの 106.43106.43106.43106.43 ドルまでも戻していたものが、連休中の弱材料の噴出で大暴落ドルまでも戻していたものが、連休中の弱材料の噴出で大暴落ドルまでも戻していたものが、連休中の弱材料の噴出で大暴落ドルまでも戻していたものが、連休中の弱材料の噴出で大暴落となったわけであ

る。 

106.43106.43106.43106.43（（（（5/15/15/15/1）→）→）→）→95.1795.1795.1795.17 ドル（ドル（ドル（ドル（5/95/95/95/9）までの下げは、）までの下げは、）までの下げは、）までの下げは、10101010 ドル以上になっているドル以上になっているドル以上になっているドル以上になっている。 

 

こうなると、ゴールドマン・サックスがぶち上げた｢ブレントで夏場にはブレントで夏場にはブレントで夏場にはブレントで夏場には 140140140140 ドル目標ドル目標ドル目標ドル目標｣と言う

のは本当なのか？と言いたくなるわけだが、相場では信用するもしないも自己責任。恨んでもカ

ネが戻ってくる訳ではなし、どうにもならぬ。 

ただしここからぶち上げて行くのなら、今から買えば美味しいわけで、さてどうなるかは神の

みぞ知る話だ。 

当方としては、2008 年の信用収縮懸念での 30 ドル台までの大暴落まであるとは思っていない

ので、とりあえずはまだ買い狙いだ。 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 111111112222 ドルドルドルドル台台台台、ドバイ原油は、ドバイ原油は、ドバイ原油は、ドバイ原油は 108108108108 ドルドルドルドル台台台台である。これらも GW 前

からは 8 ドルほど下げているわけだ。 

 

 5/85/85/85/8 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

    



○東京原油日足 

…削除済み… 

3333 月から月から月から月から 4444 月までで月までで月までで月までで 6,0006,0006,0006,000 円下げていた相場は、この円下げていた相場は、この円下げていた相場は、この円下げていた相場は、この GWGWGWGW 明けの暴落で更に明けの暴落で更に明けの暴落で更に明けの暴落で更に 4,0004,0004,0004,000 円の下げ円の下げ円の下げ円の下げ。 

63,55063,55063,55063,550 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→55553,1703,1703,1703,170 円（円（円（円（5/95/95/95/9）まで）まで）まで）までのののの下げ幅は下げ幅は下げ幅は下げ幅は、都合、都合、都合、都合 10,38010,38010,38010,380 円となったわけだ円となったわけだ円となったわけだ円となったわけだ。 

 

買い狙い、買い狙いと言って来た相場が 1 万円も下げるのなら、何で売りを考えなかったかと

言っても、こうなってしまっては後の祭りだ。…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 5 月 \51,720 12 月 1 日 \64,380 3 月 15 日 \47,910 

12 月 19

日 

\55,100 

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \64,020 3 月 15 日 \51,100 1 月 4 日 \54,430 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \63,810 3 月 15 日 \51,040 2 月 3 日 \54,140 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \\\\53,57053,57053,57053,570    5555 月月月月 9999 日日日日    \53,860 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \\\\53,37053,37053,37053,370    5555 月月月月 9999 日日日日    \53,660 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \\\\53,17053,17053,17053,170    5555 月月月月 9999 日日日日    \53,490 

  

結論として当方の相場観は、リスク資産への回避がないと急騰は難しいのだろうが、すでに 1

万円下げた相場である。突っ込みは買いで取れるだろうとの判断である。 

 

 

今週のガソリンの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

5 月 1 日 \72,250 -530 \68,310 -770 

5 月 2 日 \72,400 150 \68,400 90 

5 月 7 日 \69,020 -3380 \64,840 -3560 

5 月 8 日 \69,200 180 \65,270 430 

5 月 9 日 \68,650 -550 \64,740 -530 

5 月 10 日 \68,260 -390 \64,900 160 

5 月 11 日 \67,140 -1120 \63,960 -940 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…4/29 号においては『GW 明けから買いを仕込みたいが、どうせ買うなら

安値を期待』とコメントした。 

その後の相場展開は、ラッキーなのかどうかの判断はまだ先だが、GW 明けは暴落の 4,000 円

超の下げ。一気に 64,120 円まで記録し、その後はもみ合うものの、週末にはまた下げて 63,00063,00063,00063,000

円台に突入円台に突入円台に突入円台に突入である。 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

正直、ここまで下げ正直、ここまで下げ正直、ここまで下げ正直、ここまで下げるとは思わなかったるとは思わなかったるとは思わなかったるとは思わなかった。 

チャートは三尊天井型で、ネックラインを割り込んだ 71,000 円台から売っていればかなり利

が取れたのだが、そうは考えていなかったのでしょうがない。 

    

先物引継ぎ足先物引継ぎ足先物引継ぎ足先物引継ぎ足ではではではでは 77,81077,81077,81077,810 円（円（円（円（3/153/153/153/15））））→→→→63,95063,95063,95063,950 円（円（円（円（5/115/115/115/11）まで）まで）まで）まで 13,86013,86013,86013,860 円の下げ円の下げ円の下げ円の下げであるであるであるである。これ

は 1 枚当たり＝69 万 3,000 円替えの動きである。 



夜間取引では 63,73063,73063,73063,730 円の安値円の安値円の安値円の安値まで更に値を消しており、下げ幅は 14,000 円を超えている。 

 

完全に『往って来い』の相場となったわけだが、GW 明けの暴落はある意味ではラッキーか。

相対力指数はすでに 22 ポイント台まで下げており、ここからはの買いはリスクが小さいのでは

あるまいか。 

もちろんリーマンショックなみの信用収縮が起きれば危険なのはわかるが、その時はその時の

話だろう？ 

    

 一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \61,020 

11 月 28

日 

\80,590 3 月 15 日 \60,510 

12 月 19

日 

\67,140 

2012 年 7 月 \61,750 

12 月 26

日 

\79,810 3 月 15 日 \62,500 

12 月 30

日 

\67,090 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \78,910 3 月 15 日 \64,920 2 月 3 日 \66,500 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15 日 \\\\65,49065,49065,49065,490    5555 月月月月 11111111 日日日日    \65,510 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \\\\64,54064,54064,54064,540    5555 月月月月 11111111 日日日日    \64,560 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \\\\63,95063,95063,95063,950    5555 月月月月 11111111 日日日日    \63,960 

  

5/115/115/115/11 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

5/55/55/55/5 現在の現在の現在の現在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、ここからの下値は、さほど残っていないとの判断である。押し目

買いの好機であろうとの見方である。 

 

 

今週の灯油の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

5 月 1 日 \68,230 -710 \70,240 -620 

5 月 2 日 \68,250 20 \70,370 130 

5 月 7 日 \64,400 -3850 \66,460 -3910 

5 月 8 日 \64,560 160 \66,680 220 

5 月 9 日 \64,120 -440 \66,220 -460 

5 月 10 日 \64,090 -30 \66,250 30 

5 月 11 日 \63,810 -280 \65,630 -620 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…4/29 号においては『買い狙いの相場であるという見方は変わらないが、完

全に底を打ったのかどうかはまだ不明。GW 明けの相場で判断したい』とコメントした。 

その後の相場展開は、GW 明けは 4,000 円の暴落となり、その後も下値もみ合いで、週末にま

た下落。 

○東京灯油日足 

…削除済み… 

3/153/153/153/15 の高値の高値の高値の高値 75,73075,73075,73075,730 円円円円→→→→65,58065,58065,58065,580 円（円（円（円（5/105/105/105/10）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は 10,15010,15010,15010,150 円円円円とととと 1111 万円を超えた万円を超えた万円を超えた万円を超えた。ネッ

クラインを割り込んだ相場は、7 万円で売っておいても 5,000 円は取れた格好である。 



5,000 円と言えども、1 枚当たり＝25 万円替えなのだから、これは大きい。今更言っても、せ

ん無い事であるが。 

 

それでもここまで下がってしまったのだから、また買い狙いを継続だ。井戸を掘るなら水が出

るまで…という事である。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \62,400 

11 月 28

日 

\74,200 3 月 15 日 \58,700 

12 月 19

日 

\63,810 

2012 年 7 月 \61,750 

12 月 26

日 

\74,500 3 月 15 日 \50,660 

12 月 30

日 

\63,820 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \75,130 3 月 15 日 \61,870 2 月 3 日 \63,890 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15 日 \\\\64,30064,30064,30064,300    5555 月月月月 10101010 日日日日    \64,320 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \\\\64,92064,92064,92064,920    5555 月月月月 11111111 日日日日    \64,940 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \\\\65,58065,58065,58065,580    5555 月月月月 10101010 日日日日    \65,630 

  

5/115/115/115/11 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

5/55/55/55/5 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、外部環境が悪いので上昇トレンドに転じるのには時間が掛かろう

が、ここからの下値もまた限定的の考えである。押し目買い狙いであろう。 

  

  

  

〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

84.17 円（3/15）→79.43 円（5/9）まで円高が進んだ相場であるが、連休明けに大きく円高に

なったわけでもない。また円が強いというわけでもなく、ユーロ安からの消去法で買われただけ

である。 

円高はあって円高はあって円高はあって円高はあって 78787878 円台と今は考えており、いずれまた円安トレンドに変わるのではあるまい円台と今は考えており、いずれまた円安トレンドに変わるのではあるまい円台と今は考えており、いずれまた円安トレンドに変わるのではあるまい円台と今は考えており、いずれまた円安トレンドに変わるのではあるまい

か？か？か？か？    

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

107.99 円（4/20）→102.74 円（5/9）まで 5 円超の円高となっているわけだが、3 月の円安時

からはすでに 10 円近く円高である。 

明らかに今は、強い順に円、ドル、ユーロとなっているわけだ。 

 

国内商品市場の国内商品市場の国内商品市場の国内商品市場の 3333 月以降の下落は、円高で国内は売られる、米国市場は対ユーロでのドル高月以降の下落は、円高で国内は売られる、米国市場は対ユーロでのドル高月以降の下落は、円高で国内は売られる、米国市場は対ユーロでのドル高月以降の下落は、円高で国内は売られる、米国市場は対ユーロでのドル高



で売られる…とで売られる…とで売られる…とで売られる…と WWWW の下げになっているわけだの下げになっているわけだの下げになっているわけだの下げになっているわけだ。 

もっともそのドルだって、円だって強いわけではなく、消去法での強さである。通貨全体が弱

いと判断される時が来れば、商品全体が買われ始める時期が来るはずで、それこそがインフレ相

場なのだろうと考えるわけだが…さて？ 

 

○ ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

5/15/15/15/1 以降、ドル高以降、ドル高以降、ドル高以降、ドル高////ユーロ安が進んだユーロ安が進んだユーロ安が進んだユーロ安が進んだわけで、これが連休中の米国商品市場の急落を演出した事

は確実。 

 

〇日経 225（週末分は入っていません） 

…削除済み… 

 下抜けの格好は、商品市場の各銘柄とほぼ同じ。卵が先か、鶏が先かは判らぬが、この株が戻

るのなら商品も戻るのだろうし、なお下がるのなら下がると見ておくのが無難だろう。 

 まだまだ下がるという人もいれば、もう買い場だという人も居るが、株式市場は専門家でない

ので、コメントは差し控えます。 

 

 

 


